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【基本情報】

社員の心身の健康を積極的に支援することで、社員の安

心感・満足度・信頼が高まり、社外からも「社員を大切

にする企業」としての信用が向上します。このような健康

経営の取り組みが定着すれば、会社の組織は活性化し、

SDGsの目標3「すべての人に健康と福祉を」の実現に直

接つながります。さらに、全社員にこの取り組みが浸透

することで、目標5「ジェンダー平等の実現」や目標8

「働きがいも経済成長も」といった他のSDGs目標にも貢

献することができます。

従業員数 132名（内、６０歳以上　5名）（派遣　、役員　除く）

従業員等の男女比率 男性  109名（82.6%）、女性　23名（17.4％）

従業員等の平均年齢 41.7歳

拠点 本社：豊岡、営業拠点：姫路・神戸・京都・福知山

人的健康資源

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変容

に関する指標

健康投資施策の取組状況に

関する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい

経営課題

産業保健師との

連携強化

きめ細やかな

健康づくり活動

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

健康づくり活動

支援制度の充実

バイタルセンサー等の

貸与・貸出

メンタルヘルスケア

体制充実

再検・精検・保健

社員全員指導

受診促進制度

健康マイレージシステム

のブラッシュアップ

リアルとオンライン併用で

心身の健康講座開催

（睡眠・飲酒）

有給・特休取得奨励

一斉有休取得奨励日

社員幸福度の

向上

環境健康資源

１００年続く企業

企業価値

セルフケアの推進による

罹患率の低減・未病化の促進

社会的価値

病欠や不安定な体調による

生産性低下の防止

社員健康度の

向上

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の

「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効

果に関連する健康投資」とする。

健康課題の

把握

生活習慣病

リスク低減

運動不足の

解消策

再検・精検者の

事後フォローの

充実

再検・精検奨励制度

休暇取得推奨励制度

健康づくり活動支援制度健康マイレージシステム

健康資源

健康講座の参加率 ホームページの閲覧数 特別休暇設定日数

セルフケアに取り組む

社員割合

有休休暇取得日数
食生活習慣改善活動

参加者数
再検査受診比率の向上

月間活動量の増加

（歩数）
運動習慣の比率

労働生産性 社員健康度定期健診Ｄ判定者数 社員のワークライフバランス 社員幸福度年間総労働時間数 勤怠管理システム

活動量計等整備制度

※1 自社基準（1週間に2回以上、１回30分間以上運動をしている状態（1年以内含む））

マイレージポイント

500P以上獲得者

脂質リスク

保有率

有休・特休取得率

プレゼンティーズムの

測定結果

健康づくりアンケートの結

果

再検査受診率

保健指導実施率

心のケア施策の

展開

心の

健康づくり

社員と社員の家族の幸福

社員価値

運動習慣※１のある社

員比率60％以上

マイレージ参加者の

実稼働率70％以上

再検受診率

100％

脂質リスク保有率

32％以下

有休日数の

平均取得率80％

プレゼンティーズム

実績値90％以上

飲酒回数・飲酒量

リスク低減

前回比10％減

健康経営で目指す

会社の将来像

セルフケアが進む

ワークエンゲージメント向

上

生活と仕事の

バランスが取れ

離職率が低い

生活習慣が改善し

健康な社員が多い

労働生産性が向上し

収益率が高い企業

ワークエンゲージメント

健康相談窓口の設置健康管理システム

リフレッシュタイム

GLTD保険制度疾病入院医療費用補償

健康づくり推進委員会

非喫煙率 睡眠指標（量と質） アルコール摂取量

柔軟な働き方

所定外労働時間

（平均）

社内報の活用

ストレスチェックの集団分析

結果


